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第3回．窒素吸収量　　タ／a
窒素追肥時期と石灰との関係

3．琶分吸収量

成熟期の養分吸収量を調べた．窒素について石灰の有

無と追肥時期比較では無石灰の燐酸・加旦多量は収量が

低いのに吸収量は高い．石灰を施用して燐酸・加里と追

肥時期との比較では，無窒素の加里多量は収量が低いの
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第4図．窒素吸収量　　g／a
窒素追肥時期と燐酸・加里の関係

に吸収量が高い．第7葉展開期の加里多量が収量が低い

のに窒素吸収量は高い．一般に加重多量は窒素の吸収量

が高い．加里吸収量では燐酸・加里と追肥時期との関係

のうち，燐酸・加里多量区はすべて加里吸収量が高い．

燐酸・石灰・苦土吸収量は特に述べることはなかった．

大豆の分枝に　関す　る　研究

第2報．出葉秩序の品種間差異

大泉久一・桂　　　勇・西入恵二

（東　北　畏　試）

大豆栽培上の基礎資料とするため，先に栽植密度・施

肥量及び播種期の異なる条件下で大豆の出薬を追跡した

ところ，一貫した出薬秩序が認められたので（第1報），

1958年更に出葉秩序の品種間差異について検討した．

1．試　験　方　法

十勝長菓・奥羽13号・大玉（以上有限伸育型）Monroe－

Lincoln（以上無限伸育型）の5品種を当場耕種梗概

（播種5月21日，睦巾60ビ謹，株間30cm，1本立て）に準

じて栽培し，主茎並びに分枝の出葉状態を調査した．

なお出裏目は葉の大きさが約8叫こ伸長した時を播種

後日数で表わし，調査個体数は各品種12個体とした．

2．試験結果並びに考察

1．主茎の出菓経過

主茎の出菓経過は，各品種とも過去の試験結果に準じ

て出葉転換点が認められ，転換前は約5日・転換後は約

3日の周期で出葉した（第2表）．すなわち，出菓期

（y）は葉位（Ⅹ）の函数としてy＝a＋bxの直線式

で表わすことが出来る．この理論値と観測値とを比較す

れば第1表に示すようにその差は比較的小さく，したが

ってこの式が適用されるものといえよう．また出葉周期
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並びに転換菓位の品種間差異は少ないが，十勝長葉は他　め弓削こはすでに主茎の出葉は終了していたが．無限伸青

の品種に比べて出葉の周期がやや早く，転換菓位が約1　型品種では終花期頃まで出葉が継続した．

葉の上昇を示した．なお有限伸育型の各品種は，開花始

第1表．主　茎　の　出　葉　経　過

0：実測値，C：理論値，△：0－C．

第2表．主茎の出菓間隔と転換点

2．分枝の出菓経過

主茎葉位
品種名　‾‾‾＼

各品種とも分枝の発生は，主茎の出菓転換後の第5乗

出菓前後に初生薬節または第1菓節に見られ，逐次上位

節に及んだ．しかしながらMonro如ま第2・3菓節に趣

く早期に花芽を形成し，分枝の発生はほとんど認められ

なかった．分枝の出菓周期は第3表に示すとおり約3．5

～4．5日で直線的出葉を示し，品種間及び節位間には明

瞭な差異は認められなかった．なお第2次分枝の発生し

た品種もあったが，ほぼ第1次分枝の出葉と相似的関係

が見られた．

分枝の出菓期（y）の実験式

初　　　　生　　　　薬

十勝長葉r　30．5＋3．66Ⅹ
奥　羽13　号　　33．7＋4．09Ⅹ

大M。nr。e王室　鋸‡3：宴喜…
Lincoln　　　　31．5＋4．08Ⅹ

日　　　　日

33．8＋3．40Ⅹ

31．5＋3．88
35．7＋3．76
32．8＋4．23

Ⅹ
　
Ⅹ
　
Ⅹ

日　　　　日

33．8＋3．62
35．4＋3
6

7

4

4

3

1

3

3

3

＋

＋
＋

∩

7

2

0

0

3

7
7
5
0
0

日　　　　日

36．4＋3．59Ⅹ
37．5十3．89Ⅹ
36．9十3．61Ⅹ

33．9＋4．20Ⅹ

39

42

40．7

4
3
4

＋
＋
＋

Ⅹ
　
Ⅹ

5
2
0
9

1Ⅹ

37．9＋4．31Ⅹ

二二二二二二‾主茎葉位
品種名‾、‾　一一　＼、

4　　　　■　　　　5

注：1）表中alの値は播種後日数（al＋blX）

2）表中一はその節の分枝の発生個体数の少くないもの．
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3．主茎の出葉と分枝の出葉との関係

主茎の出菓とその薬腋に発生する分枝の出葉との間に

は第4表に示すような同仲葉の関係が認められた．しか

しながら主茎の出菓周期が分枝の出薬周期に比べて若干

早いため，上位節では主茎の出葉が分枝の出業に比較し

て数日早まっていた．なおこれらの関係は前記したよう

にMonroeの第2・3葉節の分枝を除外すれば，品種間

に大差は認められず，ほぼ同一の債向にあった．

第　4　表．　主茎と分校の出菓関係（同伸葉）
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注：1．表中の数値は播種後日数

2．奥羽13号の7葉から12葉までそれぞれ1葉の出葉があったが省略．

要するに供試条件で主茎及び分枝の出菓または同伸乗　　れなかった．

の関係等の出菓秩序には．品種間に顕著な差異が認めら

大豆根系の時期的推移について

大　泉　久　一・大　庭　寅　雄

上　田　邦　彦・御子柴　晴　夫

（東　北　真　読）

板の研究は作物の耕種並びに生理の面から非常に委棄

である．しかし大豆の板についての報告は極めて少な

い・著者らは1958年厨川において大豆根系の基本型並び

に1・2の条件が根系に及ぼす影響を観察したので報告

する．

1．試　験　方　法

1．根系の時期的分布形態

供用品種は奥羽13号，60×24e椚1本立ての標準栽培．

2．魚肥区と深層施肥区の比較

供用品種は農林4号，65×24e花1本立て，施肥区はa

当り燐酸111柑・加里372g‾を表層と地下30ぐ両こ1：2の

比に施用した．

1と2の板の調査法は主眼を通る畦と直角の方向に厚

さ5e甥の部位を墾掠法で追跡．毎回2～4個体観察し

た．供試圃場はAl層は腐植に頗る富む壌土・A2並びに

Bl層は腐植及び浮石を含む壌土・B2層は浮石を含む壌

土である．

3．地上部初期遮光試験

使用品種は奥羽13号，水耕栽培で培養液は石塚（1947）

の小麦用完全区の処方をNだけ半量として使用し，6月

7日から7月14日まで遮光率53％の木箱で遮光した．


